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神奈川県高等学校教職員組合

青年期の心　石橋　功

教育的配慮を要する生徒に関わる校内システム及び進級・卒業判定

についてのアンケート（第４次定点観測）のお願い

私たちは、給与問題、服務、評価、後期再編、定時制、新入試制度など私たちを取り巻く情勢に目が向きがちですが、年々変化（？）していく神奈川県の高校生の現状に目を向け、概要を把握し、それを日々の教育活動の糧とすることも極めて重要な事だと思います。この目的で、私たち青年期の心は隔年の定点観測を行っています。２００１年度・２００３年度・２００５年度に引き続き、今年度もこのアンケートをもとに教育研究集会において分科会を設定したいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アンケート

以下の００～１１までの質問項目におこたえください。（学校内の共通理解でなくとも回答者が過去１年間にわたって把握している範囲で結構です。）該当する場合は□にチェックし（　）内に記入してください。

００　学校名（　　　　　　　　）
０１　貴校の校種等についてお聞きします。（複数回答可）

□Ａ．全日制　□Ｂ．定時制　□Ｃ．通信制　□Ｄ．課題集中校　□Ｅ．前期再編校　

□Ｆ．後期再編対象校　□Ｇ．スクールカウンセラー拠点校　□Ｈ．学校独自のカウンセラー配置校

０２　以下の傾向を有すると思われる生徒が貴校に在籍していますか。（複数回答可）　

□Ａ．不登校　□Ｂ．引きこもり　□Ｃ．摂食障害　□Ｄ．神経症　□Ｅ．過敏性大腸炎　□Ｆ．被虐待　□Ｇ．被いじめ　□Ｈ．抑うつ　□Ｉ．行為障害　□J．自傷行為（リストカットなど）
□K．（高機能）自閉症　□L．学習障害（LD）　□M．注意散漫・多動性障害（AD／HD）　
□Ｎ．精神疾患　□O．肢体不自由

０３　上記０２の質問で「B．引きこもり」と答えた方に質問します。この生徒の状況は以下のどれに該当しますか。

　□A．家族とのコミュニケーションも少なく、ほとんど自分の部屋から出られない様子

　□B．家族とのコミュニケーションはとれるが、ほとんど外出できない様子

　□C．買い物などで外出は出来るが、友人・知人との交流はほとんど無い様子

０４　貴校に特に教育的配慮が必要と思われる生徒を支援する組織（分掌・委員会とは限らず有志でもかまいません。）がありますか。ある場合はその名称と人数をおこたえください。
□Ａ．ある　□Ｂ．名称・人数（　　　　　　　・　　人　）□Ｃ．ない　

０５　上記０４の質問で「Ａ．ある」と答えた方に質問します。その組織の代表またはコーディネートしている教職員は誰ですか。

□Ａ．生徒指導支援関係の教職員　□Ｂ．総務（旧保健部）関係の教職員　□Ｃ．養護教諭　
□Ｄ．スクールカウンセラー　□Ｅ．コーディネーター　□F.　その他（　　　　　）

０６貴校におけるスクールカウンセラーのこの一年間にわたる役割や活用方法をお書きください。
（複数回答可）

· Ａ．よく分からない　□Ｂ．支援組織に所属している　□Ｃ．支援組織を設立する準備を職員
と協力して行っている　□Ｄ．生徒の相談を行っている　□Ｅ．保護者の相談を行っている□Ｆ．担任等の相談を行っている　□Ｇ．管理職の相談にのっている　□Ｈ．研修会等の原案を立てている　□Ｉ．生徒の見立てをしている　□Ｊ．特に養護教諭の相談にのっている　□Ｋ．教職員のスーパーヴァイズを行っている　□Ｌ．心理療法を行っている　□Ｍ．生徒の家庭を訪問することがある　
□Ｏ．管理職に意見を述べている　□Ｐ．職員と事例検討等の学習会を行っている　□Q．頻繁に他校に派遣されている　□R．電話相談・メイル相談を行っている。

０７　貴校には相談室、カウンセリングルーム等がありますか、ある場合にはその利用状況はどうですか。（複数回答可）

□Ａ．ある　□Ｂ．ない　□Ｃ．現在作ろうとしている　□Ｄ．活用されている　□Ｅ．活用されていない　□Ｆ．教職員等が在室している　□Ｇ．問題行動をした生徒に関することで使われている　
□Ｈ．カウンセリングを行っている　□Ｉ．カウンセラーの部屋として使われている　□Ｊ．生徒の援助のための会議室として利用している　

０８　貴校に保健室登校や相談室登校の生徒がいましたらその状況をおこたえください。
（複数回答可）
□Ａ．いる　□Ｂ．いない　□Ｃ．本人や家族の希望で登校している　□Ｄ．担任や学年の要請で登校させている　□Ｅ．校内支援組織や職員会議の要請で登校させている　□Ｆ．養護教諭の判断で登校させている　□Ｇ．カウンセラーの要請で登校させている　□Ｈ．校内基準によって登校している　□Ｉ．担任が生徒の面倒を見る　□Ｊ．当該学年が分担して生徒の面倒を見る　□Ｋ．養護教諭が面倒を見る　□Ｌ．個別支援委員会等が中心になって生徒の面倒を見ている　□Ｍ．職員全員が分担して生徒の面倒を見ている　□N．学校への出席として認めている　□O．授業の出席として認めている　□P．分担して授業を行っている　□Q．カウンセラー・教諭などがカウンセリングを行っている　

０９　貴校の１，２学期（前期）の成績会議において上記の配慮を要する生徒に関わる審議の内容についてお聞きします。（複数回答可）

□Ａ．担任からの報告を受ける　□Ｂ．養護教諭等からの報告を受ける　□Ｃ．校内支援組織からの報告を受ける　□Ｄ．カウンセラー等からの報告を受ける　□Ｅ．学年からの報告を受ける　
□Ｆ．今後の指導方針を立てる　□Ｇ．診断書等の資料が必要である　

１０　貴校の学年末の進級判定会議及び卒業判定会議における上記の配慮を要する生徒に関わる審議の内容についてお聞きします。

□Ａ．他の生徒と同様の規定で協議する　□Ｂ．配慮を要する生徒については成績や出欠席状況だけで判断しない　□Ｃ．配慮を要する生徒の為の審議の規定がある　□Ｄ．ドクターの診断書が必要である　□Ｅ．カウンセラー等の所見が必要である　□F．他の生徒とのバランスで毎年変化する

１１　貴校に配慮を要する生徒に関わる教務基準がありますか。
　□Ａ．ない　□Ｂ．ある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありがとうございました

